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【R11時点で残る主な浸水エリアの特徴】
・基盤地図情報の建物ポリゴンと残余する浸水範囲を重ね合わせて、建物被害のリスクを見える化

R11時点の残余リスク ［建物ポリゴンによる表現］

床下浸水 床上浸水

長南町 35 15

長柄町 33 16

茂原市 中流 1,690 553

一宮町 0 0

陸沢町 0 0

長生村 0 0

【条件】

・基盤地図情報（建物外周線）の堅ろう建物と普通建物

・面積25m2以上

※床上浸水は0.5ｍ以上とした。

区分自治体
浸水戸数

上流

下流

建物
床上浸水範囲
床下浸水範囲

【八千代地区】

【大芝地区】



R5.9洪水に対する効果-残余する浸水リスク② 38

茂原市域について、まとまった浸水範囲を７つの地区に分類。

 R11時点の残余リスク ［地区（小流域）ごとの特徴］

地区①
西谷川付近

地区②
八千代付近

地区③
大芝付近

地区④
下永吉付近

地区⑤
早野付近

地区⑦
長谷付近

地区⑥
茂原西付近
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上流 中流 下流

一次
支川

二次
支川

水路

本川

上流

中流

下流

本川

一次
支川

二次
支川

水路

流域全体の残余リスク把握に加え、細分した小流域ごとの浸水リスクも把握することが重要。
これは、河川流域が、自己相似性のある小流域の集まりであり、流域全体（マクロ）に見た対策だけは
浸水リスクを除去しきれず、小流域（ミクロ）に見た対策も必要であるため。

次から、シミュレーションで浸水が残った地区ごとの特徴確認例を示す。
小流域や地区といった単位でもどのような対策があるかを検討していくことが必要となる。

自己相似性を持つ構造

一次
支川

二次
支川

樹（全体） 枝 小枝 葉

マクロ ミクロ

樹（全体）が良くなるためには、
幹・枝・葉それぞれが役割を果たす

必要がある。

内で被害を最小化するためにあらゆる関係者が対策を持ち寄る」ことを考えることが重要。
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